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新
出
の
春
日
神
社
、
東
脇
の
十
二
社
神
社
に
あ
り
、
毎
年

七
月
、
祇
園
の
祭
典
に
竹
で
骨
組
を
作
り
、
杉
の
葉
で
ま
い

て
屋
代
を
建
て
替
え
灯
明
を
、
あ
げ
て
祭
る
行
事
を
し
て
い

ま
す
。 

神
社
や
隣
を
流
れ
る
太
田
川
の
杉
と
竹
を
使
い
、
前
年
の
祠
を
解

体
し
て
全
く
同
じ
も
の
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
建
て
替
え
る
こ
と
で

霊
力
を
増
し
た
神
の
御
加
護
を
い
た
だ
こ
う
と
い
う
、
若
返
り
の
行

事
で
す
。
御
祭
神
は
牛
頭
天
王
（
ス
サ
ノ
オ
の
尊
）
で
京
都
の
八
坂
神

社
、
愛
知
の
津
島
神
社
の
系
列
で
す
。 

こ
ち
ら
の
神
社
は
川
の
近
く
に
あ
り
（
と
い
う
か
も
と
は
旧
太
田

川
の
流
路
で
す
）
、
疫
病
の
は
や
り
が
あ
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。 

 
以
上
、
鎌
田
神
明
宮
・
宮
司
・
袴
田
さ
ん
よ
り
。 
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3
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）
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（
神
主
な
し
で
地
元
の
人
た
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だ
け
で
行
う
）
に
竹
で
骨
組
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、
杉
の
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い
て
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を
建
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替
え
る
行
事
を
し
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い
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そ
う
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す
。
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の
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坂
神
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、
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神
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の
系
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だ
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で
す
。
「
伊
勢
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が
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て
も
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参
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す
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新出 春日神社 東脇 十二社神社 
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